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－　１　－

建　物　診　断



～基本調査～

　

１の位置です。 ゴムシート防水が施されています。
３階屋上設備機器置場（２）廻りの様子です。 トップコートが経年劣化で褪色しています。

　

　　　ゴムシート防水の継目の重ね貼部を
　　　確認しましたが、継目のめくれ箇所は
　　　見られませんでした。

２の位置です。 トップライト架台のあご部に水切りが設けて
３階屋上設備機器置場（２）トップライト廻り あることを確認しました。
の様子です。 端部シール打替えていることを確認しました。
下の階（２階）天井の雨漏れ箇所の上部廻りです。

－　２　－



３の位置です。 あご下立上り端部のシールが
３階屋上設備機器置場（２）西面の様子です。 劣化しています。

４の位置です。 屋根水切材が折れて損傷しています。

水切がめくれたため下地の木材がむき出しに
なっています。

－　３　－



５の位置です。 水切端部がめくれてバックアップ材等下地が
３階屋上設備機器置場（２）の梁廻りの 見えています。
様子です。

６の位置です。 架台に爆裂跡が見られます。
３階屋上機器設備置場（２）クーリングタワー 防水処理は施されていません。
廻りの様子です。

亀裂に光を当てて奥の鉄筋を確認しました。

－　４　－



７の位置です。 右側のダクトスペース内部の様子です。
３階屋上設備機器置場（２）ダクトスペース
（ＤＳ）の様子です。

ジャンカが見られます。 ジャンカ幅は３０ｍｍ程ありました。

左側のダクトスペースの様子です。 空洞は１０～３０ｍｍ程になっています。
ジャンカが見られます。

－　５　－



８の位置です。 換気口ガラリ廻りにひび割れが見られます。
３階設備機器置場（２）東面の外壁廻りです。

ひび割れ幅をクラックスケールを使用して ９の位置です。
測りました。 ３階北側屋上設備機器置場（１）の様子です。
ひび割れ幅は０．３５ｍｍでした。 アスファルト防水が施され、保護のシンダ－

コンクリートが打たれています。

１０の位置です。 あご部のモルタル層に浮きがみられます。
３階屋上機器設備置場（１）東側の
パラペット廻りです。立上りのアスファルト
防水層に膨れが見られます。
シンダーコンクリート端部の緩衝材に汚泥が
溜まり、雑草が生えています。

－　６　－



サーモグラフィックカメラを使用して モルタル浮き部が確認されました。
モルタル浮き部分の状態を確認しました。 内部に空気層があり温度が高くなっています。
（明るい黄色部分が浮いている箇所）

手摺壁廻りにサーモグラフィックカメラを 塗膜の浮き箇所が散見されます。
使用して塗膜の状態を確認しました。
（明るい黄色部分が浮いている箇所）

１１の位置です。 立上り部分の防水層にも同様に
３階屋上設備機器置場（１）北側の手摺壁廻り 変形や膨れが見られます。
にひび割れを伴う塗膜の浮きが確認されました。

－　７　－



１２の位置です。 水切天端のシールが経年劣化で硬化しています。
北東角部の屋根と手摺壁取合部廻りです。

１３の位置です。 １４の位置です。
３階屋上設備機器置場（１）北東角面です。 ３階屋上設備機器置場（１）の様子です。
ドレン廻りに汚泥、枯れ草が堆積しています。
滞留水や劣化の進行を促してしまいます。

１５の位置です。 アスファルト防水立上り天端のシールが
３階屋上設備機器置場（１）アスファルト 経年劣化で硬化しています。
防水立上り部です。あご下に水切用目地が
設置してあります。

－　８　－



１６の位置です。 １７の位置です。
３階屋上設備機器置場（１）基礎部立上りの 竪樋の塗装がチョーキングを起こすほど
防水層の様子です。 劣化しています。
天端押えのフラットバーがありません。

１８の位置です。 屋根下地材に傷みはありませんでした。
２階第２展示室の天井裏、屋根下地廻りの
様子です。

吊りボルト廻りに錆の発生は見られませんでした。

－　９　－



１９の位置です。 ひび割れ幅は０．４ｍｍありました。
３階屋上設部機器置場（２）西面の様子です。 軽度のひび割れです。
換気口開口部廻りに白華現象とひび割れが
発現しています。

１９の位置の内側の様子です。 水分チェッカーを使用してひび割れ部の
３階ＤＳ廻りに白華現象が発現しています。 水分量を測りました。

水分量は１２．５％とやや水分を含んでいます。

サーモグラフィックカメラを使用して ひび割れ部、白華の発現している廻りの
漏水状態を確認しました。 温度が若干低くなっています。

漏水の兆候を示しています。

－　１０　－



２０の位置です。 手摺壁天端近くのモルタルが肌別れして
３階渡り廊下北面の手摺壁廻りです。 ひび割れが見られます。

笠木部天端のモルタルが部分的に浮いて
塗膜が傷んでします。

２１の位置です。 欠き込み部に塗ったモルタルに浮きが
３階渡り廊下手摺壁廻りです。 生じています。

欠き込み部のモルタルが肌別れして
ひび割れが生じています。

－　１１　－



２２の位置です。 ２３の位置です。
３階渡り廊下全景の様子です。 立上り部の防水層に膨れが見られます。
渡り廊下廻りに漏水跡は見られませんでした。

端部シールが経年劣化で硬化しています。

２４の位置です。
３階渡り廊下手摺壁にサーモグラフィック
カメラを使用してひび割れ部周辺のモルタル
浮きを確認しました。

－　１２　－



２５の位置です。 壁のひび割れ周辺の塗膜浮きが確認
３階渡り廊下手摺壁の外側の様子です。 できます。
塗膜浮きが目視される箇所にサーモグラフィック
カメラを使用して浮きを確認しました。

　

２６の位置です。
北面３階内階段外壁廻りの様子です。
サーモグラフィックカメラによる
タイル浮きは確認できませんでした。

２７の位置です。
西面２階渡り廊下外壁廻りの様子です。
サーモグラフィックカメラによる
タイル浮きは確認できませんでした。

－　１３　－



２８の位置です。 天井のガルバリウム鋼板に錆が
１階玄関ホールアプローチ廻りの様子です。 発生しています。

化粧梁のガルバリウム鋼板に錆が 天井のガルバリウム鋼板に錆が
発生しています。 発生しています。

２９の位置です。 防水モルタルが施されていますが、
２階東側の開放廊下の様子です。 そのモルタルが割れて部分的に浮いています。

－　１４　－



２階東側の開放廊下の様子です。 ３０の位置です。
２階東側の開放廊下の手摺壁の笠木モルタル
に浮きがみられます。

３１の位置です。 ９Ｈの鉛筆を使用してモルタルの硬度が
外階段廻りです。 保たれていることを確認しました。

（モルタル表面が９Ｈ鉛筆よりも硬ければ、
　８kg／ｃ㎡以上の表面強度を有していると
　いえ、硬度の問題はありません。）

３２の位置です。 手摺壁の塗膜が浮いています。
外階段踊場の手摺壁廻りです。

－　１５　－



３３の位置です。 打継部廻りから錆汁を伴ったひび割れが
外階段手摺壁の外側の様子です。 見られます。

３４の位置です。 ３５の位置です。
３３の位置の反対側の外階段手摺壁の 外階段下部危険物貯蔵庫廻りの様子です。
外側の様子です。
手摺壁の塗膜の劣化が見られます。

外階段上裏に白華現象と塗膜の浮きが 水分チェッカーを使用して水分量を
見られます。 測りました。

水分量は１１．４％とやや水分を
含んでいる状態です。

－　１６　－



３６の位置です。 入隅部から白華現象が発現しています。
東面の上階ひさしと外壁取合部です。 上部からの漏水の疑いがあります。

３６の位置の上部の様子です。 水切天端のシールが経年劣化で硬化して
屋根と水切との取合部です。 いました。

－　１７　－



３７の位置です。 打継部廻りのタイルから白華現象が発現
北面外壁廻りです。 しています。

後段に記載していますが、打継部のシールは
厚みがタイル厚しかなく、躯体まで届いて
いません。

３８の位置です。 打継部廻りのタイルから白華現象が発現
北面外壁廻りです。 しています。

３８の位置です。 打継部周りのタイルに温度変化があり
北面外壁廻りです。 タイル浮きの可能性があります。
サーモグラフィックカメラを使用して
タイルの浮き状態を確認しました。

－　１８　－



３９の位置です。 打継部のシール厚さは僅か５ｍｍでした。
北面打継部廻りです。 躯体の打継を下地モルタルで塗りつぶしたか

目地位置にタイルを被せて貼ったかが原因です。

３８の位置です。 シール自体が薄くなって、地のモルタルが
北面外壁廻りのタイル白華現象が発現 確認できます。
している箇所廻りです。
シール厚が薄いため、劣化が進行すると容易に
タイル裏へ雨水がまわり込むと思われます。

サーモグラフィックカメラを使用して 打継部廻りに温度変化が見られます。
タイルの浮きを確認しました。 タイル浮きが疑われます。

－　１９　－



４０の位置です。 タイルを撤去した外壁廻りです。
南面２階大研修室の外壁廻りです。
タイル浮きが発生しタイルを撤去した箇所です。

タイル貼の下地モルタルに浮き箇所が コンクリート中性化試験のためにコア抜き
みられます。 した当該箇所の外壁の様子です。

右側が外部側になります。
下地モルタル厚は３０ｍｍ程度ありました。

南面外壁廻りです。 ４１の位置です。
２階丸柱の塗装が劣化しています。

－　２０　－



南面外壁廻りです。 ４２の位置です。
２階丸柱の塗装が劣化しています。

４３の位置です。
１階南面外壁廻りです。
丸柱の塗装が劣化して傷んでいます。

４４の位置です。 雨樋の吊りボルトの取り付け位置がおかしく、
１階東南角面外壁廻りです。 ずれて歪んでいます。

－　２１　－



４５の位置です。 竪樋の鮟鱇部の様子です。
３階渡り廊下西側の竪樋の様子です。

樋の曲がりから漏水が見られます。 鮟鱇と曲がりの取り合いに原因がある
可能性があります。

４６の位置です。 同様に鮟鱇に接続した呼び樋曲がり部分
３階渡り廊下西北角面の竪樋廻りです。 から漏水が見られます。

－　２２　－



４７の位置です。 鮟鱇に接続した樋曲がりから漏水が
１階南面竪樋廻りです。 見られます。

　

４８の位置です。 鮟鱇に接続した樋曲がりから漏水が
１階西面竪樋廻りです。 見られます。

４９の位置です。 鮟鱇部から漏水が見られます。
３階屋上設備機器置場（２）の竪樋廻りの
様子です。

－　２３　－



～躯体診断～

（１）３階屋上設備機器置場（２）ひび割れ調査

３階屋上設備機器置場（２）の外壁廻りの
ひび割れ調査を実施しました。

Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示１ クラックスケールを使用してひび割れ幅を
（位置と形状は、位置図をご覧ください） 測定しました。

ひび割れ幅は０．３ｍｍでした。
開口部にありがちな軽度のひび割れです。

Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示２ ひび割れ幅は０．３ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください） 開口部にありがちな軽度のひび割れです。

－　２４　－



Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示３、４ Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示３
（位置と形状は、位置図をご覧ください） ひび割れ幅は０．５５ｍｍでした。

壁に発生したということとその形状から、
乾燥収縮が原因のひび割れです。

　　　Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示４
　　　ひび割れ幅は０．３ｍｍでした。

Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示５ ひび割れ幅は０．２５ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください） 開口部にありがちな軽度のひび割れです。

－　２５　－



Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示６ ひび割れ幅は０．２５ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください） 乾燥収縮が原因の軽微なひび割れです。

　

Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示７、８
（位置と形状は、位置図をご覧ください）

外壁クラック位置図　図示７ 外壁クラック位置図　図示８
（位置と形状は、位置図をご覧ください） （位置と形状は、位置図をご覧ください）
ひび割れ幅は０．４ｍｍでした。 ひび割れ幅は０．５５ｍｍでした。

－　２６　－



Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示９、１０
（位置と形状は、位置図をご覧ください）

外壁クラック位置図　図示９ 外壁クラック位置図　図示１０
（位置と形状は、位置図をご覧ください） （位置と形状は、位置図をご覧ください）
ひび割れ幅は０．１ｍｍでした。 ひび割れ幅は０．２５ｍｍでした。

Ｐ３３外壁クラック位置図　図示１１ ひび割れ幅は０．３ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください）

－　２７　－



Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示１２、１３ 外壁クラック位置図　図示１２
（位置と形状は、位置図をご覧ください） （位置と形状は、位置図をご覧ください）

ひび割れ幅は０．１ｍｍでした。

外壁クラック位置図　図示１３ Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示１４、１５
（位置と形状は、位置図をご覧ください） （位置と形状は、位置図をご覧ください）
ひび割れ幅は０．４５ｍｍでした。
位置と形状から、乾燥収縮が原因の
ひび割れです。

外壁クラック位置図　図示１４ 外壁クラック位置図　図示１５
（位置と形状は、位置図をご覧ください） （位置と形状は、位置図をご覧ください）
ひび割れ幅は０．３ｍｍでした。 ひび割れ幅は０．１ｍｍでした。

－　２８　－



Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示１６ ひび割れ幅は０．４ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください）

Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示１７ ひび割れ幅は０．４５ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください）

Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示１８ ひび割れ幅は０．２５ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください）

－　２９　－



Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示１９ ひび割れ幅は０．３５ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください）

Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示２０ ひび割れ幅は０．３ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください）

Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示２１ ひび割れ幅は０．４５ｍｍでした。
（位置と形状は、位置図をご覧ください）

－　３０　－



（２）３階屋上設備機器置場（２）　ＲＣレーダーによる鉄筋位置調査

Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示ＲＣ① 手前側（青テープ）と奥側（黄テープ）の
ＲＣレーダー器を使用してひび割れ部の 千鳥に鉄筋が配筋されていることを確認しました。
鉄筋位置を確認しました。

縦方向の鉄筋のピッチが構造図通り２００ｍｍ 横方向の鉄筋のピッチが構造図通り２００ｍｍ
ピッチで配筋されていることを確認しました。 ピッチで配筋されていることを確認しました。

補強筋の指示がない大きさの開口部ですが、
壁筋は構造図どおりの配筋です。

－　３１　－



Ｐ３３の外壁クラック位置図　図示ＲＣ② 手前側（青テープ）と奥側（黄テープ）の
ＲＣレーダー器を使用してひび割れ部の 千鳥に鉄筋が配筋されていることを確認しました。
鉄筋位置を確認しました。

ひび割れ部の鉄筋の配筋の様子です。

縦方向の鉄筋のピッチが構造図通り２００ｍｍ 横方向の鉄筋のピッチが構造図通り２００ｍｍ
ピッチで配筋されていることを確認しました。 ピッチで配筋されていることを確認しました。

⇒壁金は構造図どおりに配筋されています。
　ひび割れは柱脇の壁で斜めに確認されます。
　形状と位置から乾燥収縮が原因のひび割れです。

－　３２　－





（３）外壁廻りひび割れ調査

５０の位置です。 サッシ埋めモルタルが肌別れして
西面１階渡り廊下サッシ廻りの様子です。 ひび割れが生じています。

サッシ埋めとしては、大き過ぎで
そのひび割れから室内への漏水の
リスクが生まれます。

反対側も同様にサッシ埋めモルタルが サーモグラフィックカメラを使用して
肌別れしてひび割れが生じています。 サッシ埋めモルタル廻りの温度変化があり

モルタル浮きが疑われます。

５１の位置です。 開口部からひび割れが見られます。
西面２階渡廊下の外壁廻りです。

－　３４　－



５２の位置です。 手摺壁の外側に塗膜の浮きが見られます。
西面３階渡廊下の外壁廻りです。 開口部のひび割れに伴う塗膜浮きです。

５３の位置です。
外廊下外壁廻りです。

外階段打継部にひび割れが見られます。 位置的に外階段打継部のひび割れと
思われます。

－　３５　－



５４の位置です。 タイルに斜めにひび割れが見られます。
東面１階外壁廻りです。 躯体から起因したひび割れです。

位置と形状から乾燥収縮が原因と
思われます。

５５の位置です。 外階段手摺壁に縦のひび割れが見られます。
外階段北面の様子です。

５６の位置です。 外壁タイルに斜めにひび割れが見られます。
東面１階車庫の外壁廻りです。

－　３６　－



北東角面２階渡廊下廻りです。

　

５７の位置です。 ５８の位置です。
モルタル天端が肌別れしてひび割れが 開口部のサッシ埋めモルタルが肌別れして
生じています。 ひび割れが生じています。

５９の位置です。 軽度のコールドジョイント跡が見られます。
北面渡廊下外壁の様子です。

－　３７　－



６０の位置です。 タイル目地から白華現象が見られます。
東面１階車庫の外壁廻りです。

白華を伴ったタイル割れも見られます。

車庫内側の様子です。 車庫内側の様子です。
ひび割れ箇所に水分チェッカーを使用して ひび割れ箇所に水分チェッカーを使用して
水分量を測りました。 水分量を測りました。
水分量は１３．６％と水分を含んだ状態です。 水分量は１３．９％と水分を含んだ状態です。

外部貫通しているひび割れから漏水しています。

－　３８　－



（４）１階車庫外壁廻り調査

６１の位置です。 コールドジョイント跡が見られます。
１階車庫の事務所側の壁廻りの様子です。

コールドジョイント跡が見られます。 ６２の位置です。
１階車庫の閉架書庫側の壁廻りの様子です。

ジャンカ跡が見られます。 ジャンカの幅は最大で３５ｍｍ位あります。

－　３９　－



（５）３階屋上設備機器置場（２）ダクトスペース内調査

７の位置です。 右側のダクトスペース内部の様子です。
３階屋上設備機器置場（２）ダクトスペース
（ＤＳ）の様子です。

ジャンカが見られます。 ジャンカ幅は３０ｍｍ程ありました。

左側のダクトスペースの様子です。 空洞は１０～３０ｍｍ程になっています。
ジャンカが見られます。

－　４０　－



～屋根廻りの調査～

６３の位置です。 ６４の位置です。
西面２階の屋根の様子です。 西面玄関ホールアプローチ廻り屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

６５の位置です。 ６６の位置です。
西面玄関ホールアプローチ廻り屋根の様子です。 西面玄関ホールアプローチ廻り屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

６７の位置です。 ６８の位置です。
渡廊下方向の屋根の様子です。 ３階渡廊下と３階ホール廻り屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

－　４１　－



６９の位置です。 ７０の位置です。
３階ホール廻りの屋根の様子です。 ２階ホール廻り屋根から南方向の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

７１の位置です。 ７２の位置です。
２階大研修室廻り東南方向の屋根の様子です。 ２階大研修室廻り南西方向の屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

７３の位置です。
２階大研修室廻り西北方向の屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。

－　４２　－



７４の位置です。 ７５の位置です。
２階第２展示室北方向の屋根の様子です。 ２階ホール東方向の屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

　

７６の位置です。
２階大研修室南方向の屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。

７７の位置です。 ７８の位置です。
３階屋上設備機器置場（２）梁天端北側 ３階屋上設備機器置場（２）梁天端南側
の様子です。 の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

－　４３　－



７９の位置です。 ８０の位置です。
北東角面から２階第２展示室廻りの 北東角面から２階第２展示室廻りの
屋根南方向の様子です。 屋根南西方向の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

北東角面から２階第２展示室廻りの様子です。 北東角面から２階第２展示室廻りの様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。
貰い錆びとみられる錆が点在しています。 貰い錆びとみられる錆が点在しています。

１２の位置です。 水切天端のシールが経年劣化で硬化しています。
３階北東角部の屋根と手摺壁取合部廻りです。

－　４４　－



８１の位置です。 ８２の位置です。
北東角面廻りの屋根の様子です。 北東角面廻りの屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

８３の位置です。 ８４の位置です。
１階事務所東側ひさし廻りの様子です。 １階閲覧室東側廻りの屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

８５の位置です。 ８６の位置です。
１階閲覧室東側廻りの屋根の様子です。 １階閲覧室東側廻りの屋根の様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

－　４５　－



８４の位置です。 丸環廻りの様子です。
１階閲覧室東側廻りの屋根の様子です。 丸環根元のシールを打替えています。

棟端部水切廻りの様子です。 ８７の位置です。
シール打替えを確認しました。 ２階大研修室東側屋根廻りの様子です。

めくれ、損傷等は見られませんでした。

８８の位置です。 ８９の位置です。
２階大研修室東側屋根廻りの様子です。 ２階大研修室東側屋根廻りの様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

－　４６　－



９０の位置です。 めくれ、損傷等は見られませんでした。
南西角面廻りの屋根の様子です。

西側　南西角面

９１の位置です。 めくれ、損傷等は見られませんでした。
西面廻りの屋根の様子です。

９２の位置です。 ９３の位置です。
２階大研修室南側屋根廻りの様子です。 ２階研修室南側屋根廻りの様子です。
めくれ、損傷等は見られませんでした。 めくれ、損傷等は見られませんでした。

－　４７　－



９４の位置です。
３階屋上設備機器置場（２）北東角面廻りです。
ドレン廻りに落ち葉が堆積して詰まっています。

９５の位置です。 段差があり滞留水が見られます。
３階屋上設備機器置場（２）トップライト
廻りです。

水平器を使用して勾配を確認しました。 ドレンに向かって逆勾配になっています。

－　４８　－

～３階屋上設備機器置場・他　勾配確認～


